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基調講演：「安全と絆」花岡ちぐさ氏
　SE™およびポリヴェーガル理論の国際団体のファカルティ、IFS
の日本初のインストラクター。ポリヴェーガル理論とソマティック・
エクスペリエンシング ®（SE™）の視点から、脳・体に刻み込ま
れた過去からの回復についてお話いただきます。また、哺乳類で
ある我々が、つながることで安全を高めてきたこと、安全を感じる
こととつながっていると感じることの大切さをお話いただきます。
TA 理論における脚本の起源の理解と脚本の書き換えに役立つヒン
トが満載です。

オンラインインタビュー：「日本における ITAA のカウンセリ
ング領域トレーニング」Jan Grant 氏
　1980 年以来、45 年以上国際ＴＡ協会のメンバー。現 ITAA 倫
理委員会会長。TAJ（国際ＴＡ協会の論文集）に 3 本の論文が掲
載されています。Australian College of Applied Psychology で上
級教育を 25 年間。カウンセリングの実践家。インドや日本のＴ
Ａトレーニーに対し、オンラインでグループスーパービジョンを
行なっています。今回はオンラインでオーストラリアと繋いで、
テーマを中心にお話しいただく予定です。

WS1:「プレＴＡ１０１」満山かお
る（アスファレス心理センター、
CTA)
　ＴＡを初めて学ぶ方を対象として
います。今大会のテーマである、安
全を感じることと絆に関連した視点
から、T A 理論の初歩の初歩を体験
ワークを交えて学んでいきます。

WS2:「縦のきずな、ものとのきず
な」門本泉（大正大学、TSTA)
　心理療法やカウンセリングにおい
て、「安全ときずな」というテーマ
は古くて新しく、日常的でまた特別
なものです。本ワークショップでは、
このテーマを対人世界のテーマから
拡張させて，時間という軸から私た
ちがもつ「縦のきずな」と、人間や
動物以外の「もの」とのきずなに焦
点を当てて、それらを再評価します。

WS3:「高齢者ケアの安心のために
～ケアワーカーの感情労働～」月岡 
哲夫（看護師、西毛病院、カウンセ
リング領域でのCTAトレーニー）
　高齢者ケアの現場では、ケアワー
カーの感情労働が大きな関心事の一
つです。その負担が高齢者虐待の一
因になることもあります。本ワーク
ショップでは感情労働の実態や背景
に目を向け、ケアワーカーが能力発
揮するための「保護」と「許可」を
どのように確保していくか、共に考
えます。

WS4:「心理的に安心安全で、やる
気に満ちたチームにするために～組
織分野のＴＡの活用～」北村嘉伸（ウ
イン教育コンサルタンツ、TSTA）
　私たちは誰もが様々な組織に所属
しています。その組織が安心できる
場となり、さらにやる気に満ちた
チームにするためには、どのような
要素が必要なのでしょうか？本 WS
では、組織分野のＴＡを紹介しなが
ら、参加者の皆さまが所属する組織
について考える機会も提供します。

WS6:「教育と保育領域から見た安
全」川並美智子（保育士、CTA）、
金丸隆太（茨城大学、CTA）
　保育と教育、それぞれの現場で
ＴＡを実践している 2 人の講師が、
ＴＡを使って「子どもと安全」につ
いてどう向き合うかをお話ししま
す。演習を交えながら、現場で役立
つヒントを一緒に体験できるワーク
ショップです。ＴＡのあたたかさや
おもしろさを感じながら、明日から
の実践につながる学びをぜひご一緒
に。お気軽にご参加ください！

WS5:「ＴＡの理念と用語を共有す
るグループスーパービジョン（GSV）
の特長と効果について考える」島田
凉子（東邦大学、CTA）、伊東孝郎（白
鷗大学）
　私たちのGSVは、ＴＡの理念「OK
ネス」と「自律性（自発性、気づき、
親密性）」に基づき、ディスカウント
を排した真剣な議論を通して、より
よいクライエント支援だけでなく、
メンバー相互の成長の場であること
を目指しています。ＴＡを共有する
GSV の特長として、Th のスタンス
や Th-Cl 関係に与える影響について
も検討します。


